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事
業
提
携
協
定
書
に
調
印 
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本
組
合
と
鳥
取
県
漁
業
協
同
組

合
は
、
８
月　

日
に
境
港
市
中
野

30

町
の
「
漁
村
環
境
改
善
総
合
セ
ン

タ
ー
」
で
、
業
務
全
般
に
亘
っ
た

事
業
提
携
協
定
を
結
ん
だ
。
調
印

式
で
は
、
本
組
合
か
ら
岸
宏
代
表

理
事
会
長
、
鳥
取
県
漁
協
か
ら
伊

藤
美
都
夫
代
表
理
事
組
合
長
が
協

定
書
に
署
名
、
押
印
し
力
強
く
握

手
を
交
わ
し
確
認
し
た
。

　

両
県
の
漁
協
系
統
機
関
に
お
い

て
は
、
水
産
資
源
の
減
少
・
魚
価

の
低
迷
に
加
え
、
昨
今
の
燃
油
価

格
の
急
騰
等
に
よ
っ
て
厳
し
さ
を

増
す
漁
業
・
漁
協
経
営
を
ふ
ま
え

県
一
漁
協
を
構
築
し
て
き
て
い
る

が
、
今
般
、
漁
協
経
営
体
質
の
更

な
る
強
化
と
効
率
的
事
業
推
進
及

び
水
産
物
流
通
の
円
滑
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
事
業
全
般
に
亘
る

提
携
を
行
な
っ
た
も
の
。
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〜
県
下
正
組
合
員
四  

〇
一
〇
名
共
同
要
請
〜 
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天
井
の
見
え
な
い
漁
業
用
燃
油

価
格
の
高
騰
に
対
し
、
本
県
漁
業

者
は
考
え
う
る
限
り
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
を
実
践
し
て
い
る
が
、

も
は
や
漁
業
者
の
自
助
努
力
で
は

漁
業
経
営
の
維
持
が
出
来
な
い
極

め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
本
組
合
で
は
、
よ
り

実
効
力
の
あ
る
具
体
的
な
施
策
の

早
急
な
る
展
開
を
求
め
て
、「
緊

急
要
請
書
」
を
９
月　

日
に
島
根

15

県
議
会
議
長
、
９
月　

日
に
島
根

25

県
知
事
に
提
出
し
た
。「
緊
急
要

請
書
」
は
島
根
県
漁
業
者
の
総
意

と
し
て
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
代
表
理
事
会

長
と
正
組
合
員  
４,
０
１
０
名
の

連
盟
に
て
提
出
し
た
も
の
で
、
全

正
組
合
員
と
の
連
名
で
の
要
請
は

全
国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
こ
と
。

　

要
請
の
基
本
的
考
え
方
は
、
島
根

県
等
地
方
財
政
が
厳
し
い
中
に
お
い

て
、
今
急
い
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
若
干
の
遅
れ
は
我
慢
で

き
る
こ
と
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
予
算
を
捻
出
し
、
真
の
優
先
順
位

を
考
え
将
来
に
繋
が
る
事
業
の
実
施

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
当
然
、
漁
業
者
と
し
て
も
漁
港

整
備
等
、
漁
業
施
設
整
備
の
進
捗
度

を
落
と
し
て
で
も
限
ら
れ
た
水
産
予

算
の
枠
内
で
の
有
効
活
用
に
協
力
し

て
行
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
国
及
び
中
央
団
体
に
対
し

同
様
の
要
請
を
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
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昨
年
、
過
去
最
大
級
の
発
生

が
見
ら
れ
た
大
型
ク
ラ
ゲ
が
今

年
も
来
襲
し
、
本
県
東
部
地
区

を
中
心
に
ま
き
網
漁
業
、
定
置

網
漁
業
、
底
び
き
網
漁
業
に
大

量
入
網
し
被
害
を
与
え
て
い
る
。

国
の
予
想
で
は
、
今
年
の
大
型

ク
ラ
ゲ
の
来
襲
量
は
昨
年
よ
り

少
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、

本
県
で
見
る
と
東
部
地
区
、
隠

岐
地
区
に
お
い
て
は
昨
年
同
期

よ
り
は
る
か
に
多
く
来
襲
し
て

お
り
、
漁
業
者
は
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
る
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
本
組
合
で

は
、「
経
営
体
質
強
化
緊
急
総
合

対
策
基
金
」
を
活
用
し
、
ま
き
網

漁
船
が
持
ち
帰
っ
た
大
型
ク
ラ

ゲ
の
陸
上
処
理
事
業
と
定
置
網

を
使
っ
た
大
型
ク
ラ
ゲ
洋
上
駆

除
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。

　

陸
上
処
理
事
業
は
、
境
港
漁

港
、
浜
田
漁
港
に
お
い
て
本
県

ま
き
網
船
団
等
が
漁
獲
物
と
共

に
陸
揚
げ
し
た
大
型
ク
ラ
ゲ
を

陸
上
に
お
い
て
処
理
す
る
も
の

で
、
処
理
方
法
と
し
て
実
証
実

験
農
場
に
お
け
る
肥
料
化
試
験

と
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
持

ち
込
み
処
理
の
併
用
で
約
5
千

ト
ン
を
処
理
す
る
こ
と
と
し
て

９
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
定
置
網
に
お
け

る
洋
上
駆
除
事
業
は
、
定

置
網
に
入
網
し
て
い
る
1

千
〜
2
千
個
の
大
型
ク
ラ

ゲ
を
駆
除
す
る
も
の
で
、

県
内
各
地
の
定
置
網
に
協

力
を
募
り
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
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り
「
水
産
基
本
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

白
須
長
官
は
、「
現
在
漁
業
を
取
り

巻
く
状
況
は
悪
化
し
て
い
る
が
、
中

国
、
欧
米
で
は
魚
の
需
要
が
目
立
ち
、

特
に
刺
身
、
す
し
な
ど
の
水
産
物
が
大

き
く
伸
び
て
い
る
。
問
題
と
な
っ
て

い
る
魚
価
安
は
間
も
な
く
底
を
打
つ

の
で
は
な
い
か
」
と
し
「
工
夫
し
て
需

要
先
を
広
げ
れ
ば
漁
業
者
所
得
の
増

大
に
つ
な
が
る
」
ま
た
「
安
す
ぎ
る
産

地
価
格
と
高
い
消
費
地
価
格
を
縮
め

る
流
通
の
構
造
改
革
を
進
め
た
い
」
と

し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
各
業
界
代
表
者

よ
り
燃
油
高
騰
問
題
・
大
型
ク
ラ
ゲ
対

策
、
漁
村
に
お
け
る
環
境
問
題
対
策
、

後
継
者
不
足
に
よ
る
担
い
手
対
策
、
ま

た
日
韓
漁
業
問
題
に
係
る
暫
定
水
域

問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
、
要
望
が

求
め
ら
れ
た
。

　

質
問
に
対
し
、
白
須
長
官
は
業
界
の

　

先
般
9
月　

日
、
白
須
敏
朗
水
産
庁

21

長
官
が
来
県
し
、
来
年
3
月
の
見
直
し

に
向
け
て
進
め
ら
れ
て
い
る
「
水
産
基

本
計
画
」
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会

が
、
松
江
市
（
市
町
村
セ
ン
タ
ー
6
F

会
議
室
）
で
開
催
さ
れ
た
。
意
見
交
換

会
に
は
、
県
、
水
産
関
係
団
体
、
沿
岸

市
町
村
か
ら
約　

人
が
出
席
。

50

　

開
会
に
あ
た
り
肥
後
島
根
県
農
林

水
産
部
次
長
よ
り
「
島
根
県
地
域
の
資

源
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
漁
業

振
興
を
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
挨
拶
の
後
、
白
須
長
官
よ

��������	
��
�
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声
は
改
定
作
業
中
の
水
産
基
本
計
画

に
反
映
さ
せ
る
意
向
を
伝
え
た
う
え

で
、
燃
油
高
騰
問
題
に
対
し
「
今
後
も

燃
油
価
格
が
高
騰
す
る
こ
と
を
想
定

し
、
漁
船
漁
業
構
造
そ
の
も
の
を
変
え

る
し
か
な
い
。
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

て
ほ
し
い
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
懸
案
の
日
韓
漁
業
問
題
に
対

し
「
昨
年
５
月
か
ら
日
韓
の
政
府
間
協

議
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
具
体
的
な

合
意
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
今
後
も

引
き
続
き
実
行
あ
る
資
源
管
理
措
置
の

実
現
に
努
め
て
い
く
」と
回
答
し
た
。

��������
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平
成

　

平
成　

年
に
島
根
県
浜
田

年
に
島
根
県
浜
田

1515

市
で
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

市
で
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
の
を
契

大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
の
を
契

機
に
「
海
の
日
」
を
県
下
一
斉

機
に
「
海
の
日
」
を
県
下
一
斉

海
浜
清
掃
日
と
位
置
づ
け
、
多

海
浜
清
掃
日
と
位
置
づ
け
、
多

少
日
に
ち
の
前
後
が
あ
る
も

少
日
に
ち
の
前
後
が
あ
る
も

の
の
、
県
下
各
漁
村
全
体
で
取

の
の
、
県
下
各
漁
村
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
水
産

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
水
産

系
統
団
体
の
職
員
及
び
県
・
町

系
統
団
体
の
職
員
及
び
県
・
町

村
の
水
産
関
係
課
の
職
員
も

村
の
水
産
関
係
課
の
職
員
も

近
隣
地
区
の
清
掃
に
参
加
し
、

近
隣
地
区
の
清
掃
に
参
加
し
、

『
オ
ー
ル
水
産
』
で
実
施
し
て

『
オ
ー
ル
水
産
』
で
実
施
し
て

い
る
。

い
る
。

今
年
も
、「
海
の
日
」を
中
心

　

今
年
も
、「
海
の
日
」を
中
心

に
各
地
で
清
掃
活
動
が
実
施

に
各
地
で
清
掃
活
動
が
実
施

さ
れ
、
回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
多

さ
れ
、
回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
多

く
は
、
流
木
、
ロ
ー
プ
、
ス
チ

く
は
、
流
木
、
ロ
ー
プ
、
ス
チ

ロ
ー
ル
、
ハ
ン
グ
ル
文
字
容
器

ロ
ー
ル
、
ハ
ン
グ
ル
文
字
容
器

な
ど
の
漂
着
物
が
ほ
と
ん
ど

な
ど
の
漂
着
物
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
が
、
中
に
は
、
空
き

だ
っ
た
が
、
中
に
は
、
空
き

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
コ
ン
ビ

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
コ
ン
ビ

ニ
弁
当
殻
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
で

ニ
弁
当
殻
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
で

訪
れ
た
人
々
に
よ
る
「
ポ
イ
捨

訪
れ
た
人
々
に
よ
る
「
ポ
イ
捨

て
ゴ
ミ
」
も
数
多
く
回
収
さ
れ

て
ゴ
ミ
」
も
数
多
く
回
収
さ
れ

た
。
た
。今

後
も
こ
の
活
動
を
通
じ

　

今
後
も
こ
の
活
動
を
通
じ

て
、
一
人
ひ
と
り
が
ゴ
ミ
を
持

て
、
一
人
ひ
と
り
が
ゴ
ミ
を
持

ち
帰
り
「
海
を
汚
さ
な
い
」
と

ち
帰
り
「
海
を
汚
さ
な
い
」
と

い
う
気
持
ち
を
持
ち
、「
き
れ

い
う
気
持
ち
を
持
ち
、「
き
れ

い
な
海
・
き
れ
い
な
浜
」
を
守

い
な
海
・
き
れ
い
な
浜
」
を
守

る
た
め
の
啓
発
活
動
を
続
け

る
た
め
の
啓
発
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
。

て
い
き
た
い
。

当

　

当
初
、
漁
協
、
集
落
単
位
で

初
、
漁
協
、
集
落
単
位
で

始
ま
っ
た
海
浜
清
掃
も
現
在

始
ま
っ
た
海
浜
清
掃
も
現
在

で
は
、
水
産
関
係
者
の
み
な

で
は
、
水
産
関
係
者
の
み
な

ら
ず
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

ら
ず
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

加
わ
り
な
が
ら
、
今
後
は
更

加
わ
り
な
が
ら
、
今
後
は
更

に
活
動
を
広
げ
て
「
美
し
く
豊

に
活
動
を
広
げ
て
「
美
し
く
豊

か
な
海
」
に
な
る
こ
と
を
願
っ

か
な
海
」
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

て
い
る
。

参加者数実　施　場　所実施日時
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�Ｈ18年度実施状況



『
西
ノ
島
地
区
・
大
社
地
区
で
草
刈
り
実
施
』 
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◎
大
社
地
区　
　
　
　

　
（
植
樹
場
所：
大
社「
日
御
碕
」）

出

　

出
雲
市
、
J
F
し
ま
ね
大

雲
市
、
J
F
し
ま
ね
大

社
支
所
、
漁
協
青
年
部
・
女
性

社
支
所
、
漁
協
青
年
部
・
女
性

部
、
地
元
漁
業
者
、
地
元
小
学

部
、
地
元
漁
業
者
、
地
元
小
学

校
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
1

校
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
1

0
0
名
の
参
加
の
も
と
、
初
年

0
0
名
の
参
加
の
も
と
、
初
年

度
植
樹
を
し
た
日
御
碕
灯
台

度
植
樹
を
し
た
日
御
碕
灯
台

下
な
ど
を
中
心
に
実
施
さ
れ

下
な
ど
を
中
心
に
実
施
さ
れ

た
。日
御
碕
地
区
で
は
近
年
、

た
。日
御
碕
地
区
で
は
近
年
、

松
枯
れ
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る

松
枯
れ
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
地
元
の
声
を
受
け
「
ク

た
め
、
地
元
の
声
を
受
け
「
ク

ロ
マ
ツ
」を
中
心
に
植
樹
を
し
て

ロ
マ
ツ
」を
中
心
に
植
樹
を
し
て

お
り
、
参
加
者
は
、「
松
に
必

お
り
、
参
加
者
は
、「
松
に
必

要
な
草
（
影
）
は
残
し
て
刈
る

要
な
草
（
影
）
は
残
し
て
刈
る

よ
う
に
」
と
指
導
を
受
け
、
灯

よ
う
に
」
と
指
導
を
受
け
、
灯

台
か
ら
射
す
太
陽
の
下
『
松
林

台
か
ら
射
す
太
陽
の
下
『
松
林

復
活
』
を
願
い
、
汗
だ
く
に
な

復
活
』
を
願
い
、
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
作
業
を
終
え
た
。

り
な
が
ら
作
業
を
終
え
た
。

������ ��������	


　

◎
西
ノ
島
地
区　
　
　

　
（
植
樹
場
所：

浦
郷「
島
根
鼻
」）

　

西
ノ
島
町
、
J
F
し
ま
ね

浦
郷
支
所
、
地
元
漁
業
者
、
地

元
小
学
校
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
約　

名
の
参
加
の
も

50

と
実
施
さ
れ
た
。
島
根
鼻
は

ツ
ル
植
物
が
繁
殖
す
る
山
で

あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
参

加
者
は
ク
ヌ
ギ
・
ヤ
マ
モ
モ
・

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
に
巻
き
つ

い
た
「
ツ
ル
」
を
一
本
一
本
丁

寧
に
取
り
除
く
作
業
に
汗
を

か
い
た
。

　

春
に
は
山
桜
、
秋
に
は
紅
葉

が
彩
り
、
島
根
鼻
が
西
ノ
島
町

の
「
名
所
」
と
な
る
こ
と
を
み

ん
な
で
願
っ
て
い
る
。

������ ��������	
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�
今
は
冒
険
で
き
な
い
が
、　

　

来
年
は
豊
漁　

�
?!

　
「
平
成　

年
頃
か
ら
極
端
に
マ
ダ
イ

16

が
減
っ
て
、
ア
マ
ダ
イ
も
今
年
の
６
月

頃
は
、
ほ
と
ん
ど
釣
れ
な
か
っ
た
。
ま

た
最
近
で
は
、
沿
岸
で
ヒ
ト
デ
が
異
常

繁
殖
し
、
磯
焼
け
な
ど
も
増
え
、
海
が

変
わ
っ
た
の
か
。
水
揚
高
も
減
り
、
さ

ら
に
燃
油
価
格
の
高
騰
が
追
い
打
ち
を

か
け
る
。
漁
協
が
合
併
し
て
手
数
料
が

減
っ
た
こ
と
は
、
小
伊
津
地
区
の
漁
業

者
に
と
っ
て
救
い
に
な
っ
た
が
、
年
間

の
水
揚
高
が
全
盛
期
の
５
割
程
度
と
な

り
、
今
年
は
過
去
最
低
の
年
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。」と
厳
し
い
現
状
に
つ
い

て
漏
ら
し
た
。
ま
た
「
水
揚
量
が
期
待

で
き
ず
燃
油
代
も
か
か
り
、
遠
く
ま
で

冒
険
し
て
漁
場
を
探
す
努
力
が
で
き
な

い
。」
と
こ
ぼ
し
た
。

　

し
か
し
、「
今
年
の
ア
マ
ダ
イ
は
型

が
小
さ
い
。
大
体
５
年
く
ら
い
の
サ
イ

人
口
5
0
0
人
弱
、
1
0
0
世
帯
ほ
ど
の
集
落
に
、
漁
業
者
が　
４０

世
帯
を
占
め
る
出
雲
市
小
伊
津
地
区
。
マ
ダ
イ
や
ア
マ
ダ
イ
の
延

縄
漁
が
盛
ん
で
、
県
下
で
も
有
数
の
ア
マ
ダ
イ
の
水
揚
げ
港
。
そ

こ
で
生
ま
れ
育
ち
、
延
縄
漁
師
に
な
っ
て　

年
の
釜
屋
文
義
さ
ん

４０

（　

歳
）
に
「
浜
の
声
」
を
聞
い
た
。

５５

ク
ル
で
量
が
変
化
し
、
特
に
小
さ
い
ア

マ
ダ
イ
が
釣
れ
る
翌
年
は
豊
漁
が
期
待

で
き
る
。」
と
望
み
を
持
ち
、「
異
常
気

象
な
ど
懸
念
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、

資
源
が
回
復
す
る
こ
と
を
信
じ
て
い
き

た
い
。」と
小
伊
津
の
豊
か
な
海
の
回
復

を
願
っ
て
い
る
。

�
生
涯
現
役
漁
師
�

　
「
以
前
は
、
小
伊
津
に
も
若
い
漁
師

が
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
途
中
で
陸

��������

て
、
午
前
６：

　

に
無
線
で
連
絡
が
入

00

る
と
一
斉
に
縄
を
延
る
。
１
鉢
６
０
０

メ
ー
ト
ル
の
縄
に
１
０
０
本
の
針
と
餌

が
付
い
た
も
の　

〜　

鉢
、
時
間
に
し

12

14

て　

分
程
度
。
一
段
落
つ
き
、
朝
食
の

40
弁
当
を
食
べ
、
縄
の
入
っ
て
い
た
ザ
ル

な
ど
の
片
付
け
を
済
ま
せ
て
縄
揚
げ
を

開
始
。
２
時
間
程
度
で
全
て
の
縄
を
揚

げ
終
え
て
、
午
前　

：

　

頃
、
そ
の
日

10

00

水
揚
げ
し
た
ア
マ
ダ
イ
や
レ
ン
コ
を

も
っ
て
入
港
す
る
。

　
「
最
近
ま
で
、
父
と
�
親
子
船
�
で

延
縄
漁
を
や
っ
て
き
た
。」と
い
う
文
義

さ
ん
の
父
、
孫
義
さ
ん
は
、
延
縄
漁
の

ベ
テ
ラ
ン
で
あ
っ
た
が
５
年
ほ
ど
前
に

引
退
。
現
在
は
、
文
義
さ
ん
の
お
母
さ

ん
と
奥
さ
ん
の
４
人
の
ほ
か
に
手
伝
い

も
雇
い
な
が
ら
�
縄
繰
り
�
な
ど
、
陸

の
上
で
文
義
さ
ん
の
延
縄
漁
を
支
え
て

い
る
。

か
ま
や　
　

ふ
み
よ
し

釜
屋　

文
義
さ
ん
（
平
田
支
所
佐
香
出
張
所
）

�
親
子
２
代
、
小
伊
津
の　　　

　　
延
縄
漁
師
�

　
「
こ
の
時
期
は
、
主
に
ア
マ
ダ
イ
を

狙
っ
て
い
る
。」と
い
う
小
伊
津
の
延
縄

漁
船
は
午
前
４：

　

頃
出
港
す
る
。
春

30

先
の
マ
ダ
イ
縄
の
頃
は
、
活
イ
カ
を
餌

と
す
る
た
め
、
夜
は
イ
カ
釣
り
し
て
夜

明
け
と
と
も
に
縄
を 
延 
る
の
で
出
港
時

は
え

間
は
も
っ
と
早
い
。
漁
場
ま
で
遠
い
時

に
は　

マ
イ
ル
く
ら
い
。
漁
場
に
着
い

20

��������
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の
仕
事
に
変
わ
っ
た
り
、
漁
師
の
子
供

達
も
ほ
と
ん
ど
が
陸
の
仕
事
に
就
い

て
、
地
元
の
漁
業
に
携
わ
る
若
者
は
皆

無
。
息
子
達
に
も
自
分
の
船
を
継
い
で

も
ら
い
た
い
と
思
う
時
期
も
あ
っ
た

が
、
今
は
や
り
た
い
仕
事
を
が
ん
ば
っ

て
欲
し
い
。」と
い
う
文
義
さ
ん
の
２
人

の
息
子
さ
ん
は
陸
の
仕
事
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
。
ま
た
後
継
者
対
策
に
つ
い

て
、「
小
伊
津
に
は
空
き
家
が
多
く
、
Ｉ

タ
ー
ン
の
受
入
体
制
は
で
き
る
と
思
う

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
後
継
者
は
い
な

い
。
だ
か
ら
こ
こ
で
は　

歳
代
を
中
心

70

に　

歳
代
も
現
役
で
延
縄
漁
を
が
ん

80
ば
っ
て
い
る
。」と
言
っ
て
い
た
小
伊
津

地
区
の
若
手
漁
師
は
、
文
義
さ
ん
の　
50

歳
代
。「
漁
師
に
な
っ
て
か
ら
、
漁
が

休
み
の
日
で
も
準
備
が
あ
っ
て
趣
味
な

�

�

�

�

��������������������������������������������

��������������������������������������������
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�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

浜
の
様
々
な
出
来
事
を
特
集
。
今
回
は
、

し
ま
ね
の
浜
に
伝
わ
る
代
表
的
な
漁
業
に
関

す
る
神
事
に
つ
い
て
紹
介
。

〔
出
雲
地
区
〕
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

�
�
�
�
（
美
保
関
町
笠
浦
地
区
）

　

毎
年
１
月
７
日
、
海
上
安
全
と
豊
漁

を
祈
願
し
「
龍

神
船
」
を
御
輿

に
乗
せ
て
地

区
を
練
り
歩

き
海
へ
流
す
。

行
列
で
練
り

歩
く
際
、
テ
ナ

ヅ
チ
・
ア
シ
ナ

ヅ
チ
と
呼
ば

れ
る
木
製
の

彫
り
物
を
持
っ
た
踊
り
も
見
も
の
。

　

�
�
�
�
�
�
（
大
社
町
宇
竜
）

　

旧
暦
の
１
月
５
日
、
日
御
碕
神
社
で

若
布
を
奉
納
し
、
権
現
島
に
あ
る
熊
野

神
社
ま
で
船
を
並
べ
て
作
っ
た
橋
を
わ

た
り
、
島
で
は
神
職
は
箱
め
が
ね
と
鎌

を
持
っ
て
若
布
を
刈
り
取
る
神
事
が
行

わ
れ
る
。

　

�
�
�
�
�
�
（
美
保
関
町
美
保
神
社
）

　

毎
年　

月
３
日
に
三
穂
津
姫
命
と
事

12

代
主
神
を
祀
っ
た
２
隻
の
諸
手
船
に
氏

子
が
９
人
ず
つ
乗
り
、
神
社
の
あ
る
宮

灘
か
ら
大
国
主
神
を
祀
る
対
岸
の

 
客
人
社 
迄
を
一
往
復
半
漕
ぐ
。
事
代
主

ま
ろ
う
ど
し
ゃ

神
が
国
譲
り
を
承
諾
す
る
所
を
再
現
し

た
神
事
。

〔
石
見
地
区
〕
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

�
�
�
�
（
大
田
地
区
、
仁
摩
地
区
）

　

大
田
地
区
で
は
４
月
３
日
、
仁
摩
地

区
で
は
４
月　

日
、
毎
年
、
豊
漁
と
海

18

上
安
全
の
祈
願
祭
が
行
わ
れ
る
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
（
浜

田
市
松
原
町
、
瀬
戸
ヶ
島
町
）、
大
島
天

満
宮
秋
季
大
祭
海
上
御
渡
式
（
浜
田
市

長
浜
町
）

　

浜
田
市
松
原
町
、
瀬
戸
ヶ
島
町
で
は

７
月
の
下
旬
頃
、
浜
田
市
長
浜
町
で
は

秋
頃
、
御
神
輿
を
載
せ
た
御
神
輿
船
と

�
伴
船
�
３
隻
が
、
漁
港
内
を
周
回
し

豊
漁
と
海
上
安
全
を
祈
願
す
る
。

〔
隠
岐
地
区
〕
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�（
隠
岐
の
島
町（
旧
西
郷
地
区
））

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��
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�
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�
�
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�
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�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

�
�
�
�
（
西
の
島
町
浦
郷
地
区
）

　

隠
岐
の
島
町
と
同
じ
く
、
毎
年
、
水

産
デ
ー
の
４
月　

日
に
、
由
良
比
女
神

13

社
で
海
上
安

全
や
豊
漁
祈

願
を
行
う
ほ

か
、
地
元
婦

人
部
に
よ
る

「
ふ
る
ま
い

鍋
」や「
も
ち

ま
き
」
な
ど

が
催
さ
れ
る
。

��������	

ど
の
時
間
は
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
漁
師
を
続
け
て
い
き
た
い
。」と

い
う
文
義
さ
ん
の
小
伊
津
の
延
縄
漁
に

か
け
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
小
伊
津
の
浜
や
延

縄
漁
を
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

当
日
、
快
く
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ

い
た
釜
屋
氏
と
ご
家
族
の
方
に
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
明
る
い
漁
村
「
浜
の
声
」
を

掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
近
所
の
自
慢
の
漁
師
さ
ん
や
ご

家
族
の
方
な
ど
ご
紹
介
下
さ
い
。
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温
か
い
真
心
に
感
謝

【
一
般
募
金
】　
　
　
　

【
香
典
返
し
】　
　
　
　

【
見
舞
返
し
】　
　
　
　

恵
曇
漁
協
女
性
部　
（
恵

曇

支

所
）

鳥
井
漁
協
婦
人
部　
（
久
手
出
張
所
）

次　

藤　

ヨ
シ
ヱ　
（
浜

田

支

所
）

温
泉
津
町
漁
協
婦
人
部
（
温
泉
津
出
張
所
）

藤　

井　
　
　

健

島
根
県
漁
連
本
所

島
根
県
漁
連
松
江
魚
市
場

木　

村　

勝　

彦

熱　

田　
　
　

太

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
本
所

田　

中　

源　

一

藤　

井　

多
津
江　
（
多
伎
出
張
所
）

山　

根　

大　

地　
（
仁

摩

支

所
）

大　

川　

重　

夫　
（
浜

田

支

所
）

玉　

下　

信　

三　
（

〃

）

小　

川　

憲　

久　
（

〃

）

浜　

浦　

政　

子　
（

〃

）

清　

尾　
　
　

昭　
（

〃

）

築　

谷　

允　

行　

伊　

藤　
　
　

裕　
（
多
伎
出
張
所
）

※
平
成　

年
8
月　

日
か
ら
平
成　

年
8
月
4
日
ま
で
に

１７

２３

１８

ご
寄
付
頂
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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『
酒
と
ト
マ
ト
』

　

物
心
つ
い
て
か
ら
、
生
の
ト
マ
ト

を
食
べ
た
記
憶
が
な
い
。
食
べ
ら
れ

な
い
。
あ
の
臭
い
と
食
感
が
だ
め
だ
。

子
供
の
頃
、
ト
マ
ト
の
ほ
か
に
魚
も

苦
手
だ
っ
た
。
父
は
漁
師
で
、
明
け

方
の
帰
宅
で
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
魚
を
手
に
し
て
い
た
が
、
食

べ
る
と
き
の
面
倒
く
さ
さ
が
あ
り
、

「
脂
が
の
っ
て
う
ま
い
」
な
ど
と
思
っ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
苦
手

な
も
の
を
よ
く
残
し
、
母
親
に
叱
ら

れ
な
が
ら
な
ん
と
か
生
の
ト
マ
ト
以

外
は
食
べ
た
が
、
そ
う
い
う
時
ほ
ど

ま
ず
い
と
思
っ
た
。

　

初
め
て
酒
を
飲
ん
だ
時
、
こ
ん
な

ま
ず
い
も
の
が
よ
く
飲
め
る
も
の
だ

と
不
思
議
だ
っ
た
。
そ
の
時
に
飲
ん

だ
の
は
芋
焼
酎
の
水
割
り
だ
っ
た
が
、

実
際
は
飲
ん
だ
と
い
う
よ
り
先
輩
に

飲
ま
さ
れ
た
と
い
う
ほ
う
が
正
し
い
。

そ
れ
か
ら　

数
年
経
っ
た
今
、
晩
酌

10

は
芋
焼
酎
。
肴
は
、
当
時
苦
手
だ
っ

た
青
物
の
刺
身
が
最
高
の
一
品
。
い

つ
だ
っ
た
か
、
む
か
し
馬
鹿
に
し
て

見
向
き
も
し
な
か
っ
た　

�
ほ
ど
の

10

小
ア
ジ
を
、
自
分
で
丁
寧
に
３
枚
に

お
ろ
し
て
酢
じ
め
に
し
た
ら
、
思
い

の
ほ
か
お
い
し
く
て
び
っ
く
り
し
た
。

　

今
も
料
理
の
好
き
嫌
い
は
は
っ
き

り
し
て
い
る
。
し
か
し
不
思
議
な
も

の
で
、
む
か
し
に
比
べ
て
お
い
し
い

と
感
じ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
味

覚
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
口
の

中
で
料
理
同
士
、
ま
た
酒
と
微
妙
な

調
合
で
お
い
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
苦
手
な
も
の

に
慣
れ
た
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
特
に
酒
の
量
が
年
々
増
え
、
酒

に
関
し
て
も
好
き
嫌
い
が
な
く
な
っ

た
。
ま
ず
い
と
言
わ
れ
て
い
る
酒
で

も
、
料
理
に
酒
を
合
わ
せ
る
こ
と
で

お
い
し
く
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
そ
れ
が
、
最
近
は
楽
し
み
だ
っ

た
り
す
る
。
う
ま
い
と
感
じ
る
こ
と

が
増
え
る
に
つ
れ
、
楽
し
み
も
多
く

な
っ
た
。

　

２
児
の
父
親
と
な
っ
た
今
、
漁
師

だ
っ
た
父
と
同
じ
よ
う
に
酒
を
飲
ん

で
、
魚
を
「
う
ま
い
、
う
ま
い
」
と
食

べ
て
い
る
。
幸
い
４
才
に
な
る
長
男

は
魚
好
き
だ
が
、
野
菜
と
格
闘
中
で

あ
る
。
た
ま
に
残
す
こ
と
が
あ
り
、

む
か
し
の
自
分
の
こ
と
を
思
い
出
し

つ
つ
叱
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
世
に
ま
ず
い
も
の
は
な
い
と
自

負
し
て
い
る
が
、
生
の
ト
マ
ト
だ
け

は
ど
う
し
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
。
ど

ち
ら
が
先
に
「
嫌
い
」
を
克
服
す
る
か
、

心
密
か
に
長
男
と
競
争
し
て
い
る
。

親
と
し
て
の
威
信
を
か
け
て
。　

年
10

後
に
は
「
酒
の
肴
は
魚
と
冷
や
し
ト
マ

ト
に
限
る
」
な
ん
て
言
っ
て
い
る
・
・
・

は
ず
。

〔
海
�
〕

皆
様
か
ら
の
ひ
と
こ
と
随
想
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
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編集後記

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
﹇
日
時
﹈
毎
月
第
４
土
曜
日　

〇
九：

〇
〇
〜

　
﹇
場
所
﹈Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
恵
曇
支
所
福
野
市
場

　
﹇
内
容
﹈
鮮
魚
、
水
産
加
工
品
を
は
じ

め
、
地
元
農
産
物
も
販
売

　
﹇
お
問
い
合
せ
﹈

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
恵
曇
支
所
総
務
課

　
（
T
E
L 
0
8
5
2
―
8
2
―
1
1
2
2
）

�
�
�
�
�
�
�

　
﹇
日
時
﹈
毎
週
水
、
日
曜
日

　
　
　
　
  
〇
九：

〇
〇
〜
一
一：

〇
〇
頃

　
　
　
　
　
（
１
〜
２
月
は
休
み
）

　
﹇
場
所
﹈
キ
ラ
ラ
多
伎
西
側

　
﹇
内
容
﹈
獲
れ
た
て
鮮
魚
を
は
じ
め
地

元
生
鮮
品
の
販
売

　
﹇
お
問
い
合
せ
﹈

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
多
伎
出
張
所

　
（
T
E
L 
0
8
5
3
―
8
6
―
2
0
3
6
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



　
﹇
日
時
﹈
平
成　

年　

月
３
日
（
金
）

18

11

　
　
　
　
 
一
〇：

〇
〇
〜
一
六：

〇
〇

　
﹇
場
所
﹈
浜
田
漁
港
内

　
﹇
内
容
﹈
地
元
魚
介
類
で
作
っ
た
大
鍋

の
他
、
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

　
﹇
お
問
い
合
せ
﹈

　

浜
田
商
工
会
議
所
青
年
部

　
（
T
E
L
0
8
5
5
―
2
2
―
3
0
2
5
）

�
��

�
�
�
�
�
	


�

��

　
﹇
日
時
﹈
平
成　

年　

月　

日
（
日
）

18

10

15

　
　
　
　
 
一
〇：
〇
〇
〜
一
五：

〇
〇

　
﹇
場
所
﹈
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
益
田
支
所

　
﹇
内
容
﹈鮮
魚
、
水
産
加
工
品
の
販
売
他

　
﹇
お
問
い
合
せ
﹈

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
益
田
支
所
総
務
課

　
（
T
E
L 
0
8
5
6
―
2
3
―
0
6
9
0
）

JFしまね　��������	��

「漁業協同組合ＪＦしまねホームページがリニューアル」
　漁業協同組合ＪＦしまねのホームページを一新いたしました。ＪＦしまねに関する情報をはじめ本誌
バックナンバーも公開していますので是非ご覧下さい。
　　　★ＪＦしまねのホームページは、こちらhttp://www.jf-shimane.or.jp/からアクセス願います。

◆皆様からのご意見やご感想、ひとこと随想、また漁村に関する話題などお待ちしています。

������������	
��
����������

����������������	
��
��������

���������	
�
��
����������������������������	
��
��������������


